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研究成果の概要（和文）：対話におけるアライメントは，対話を円滑に進めると考えられている．我々は，単語
が同調する語彙アラインメントに加え，使用される語彙の難易度も同調すると考えてこれを語彙レベルアライメ
ントと名付けた．既存の日本語対話コーパスを分析することにより，この現象が自然な対話において発生するこ
とを明らかにし，これが言語学習者の生産語彙評定に利用できることを示した．そして，その実現のために語彙
レベルと現在の対話のトピックを考慮して使用すべき単語リストを提案するモジュールを提案し，この単語リス
トを大規模言語モデルのプロンプトに組み込むことによって，LLMが生成する発話の語彙レベルを制御する手法
を提案した．

研究成果の概要（英文）：Lexical alignment is believed to facilitate smooth dialogue. We believe 
alignment also happens at the vocabulary difficulty used in the utterance, which we name "lexical 
level alignment". By analysing an existing corpus of Japanese dialogue, we have shown that this 
phenomenon occurs in natural dialogue and that it can be used to assess language learners' 
productive vocabulary. To realise this, we proposed a module that proposes a list of words to be 
used in the utterances considering the lexical level and the topic of the current dialogue. 
Incorporating this word list into the prompts for LLMs enables us to control the lexical level of 
the LLM's utterances.

研究分野： 自然言語処理
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
既存の語彙テストは受容語彙を評定するものが多く，生産語彙を評定するテストはほとんどない．日本の英語教
育では読む/聞く能力が偏重され，書く/話す能力がないがしろにされているという最近の批判の中でも指摘され
ているように，言語の生産能力はコミュニケーション能力，特に情報発信力にとって重要な要素であり，生産語
彙はその中核をなす言語知識である．本研究では，学習者がコンピュータとの対話をおこなう過程で自発的に発
する発話を分析し，学習者の生産語彙能力を客観的に評価するシステムを実現する．これは，言語教育の現場に
おいて教師の負担を軽減し，適切な評価によって学習者の学習効率を改善する効果が期待できる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様式 C–19，F–19–1，Z–19 (共通)

1 研究開始当初の背景
言語学習者の生産語彙能力を評定する先行研究は，文の欠損部分を埋めさせる手法 (Laufer and Nation

1999)，母語で書かれた文を翻訳をさせる手法 (Koizumi 2003)，作文を書かせる手法 (Laufer and

Nation 1995)，刺激語を与え連想語を列挙させる手法 (Meara and Fitzpatrick 2000, González and

Piriz 2016)などに分類できる．しかしながら，これらの手法には，テストする対象語を柔軟に設定
できなかったり，学習者の語の使用が必ずしも自発的でないという限界がある．言語テストで使われ
るスピーキングテストは学習者の生産語彙能力を評定するよい手法であるが，その評価は試験者の
主観による全体論的な評定となり，生産語彙に特化したミクロな評定は難しい．全体論的な評定と同
時に語彙や文法などの個々の能力別のミクロな評定ができることが学習者へのフィードバックの観点
からは望ましい．このように学習者の生産語彙能力を高い精度で客観的に評定する手法については
十分な研究がおこなわれていない．
言語教育の観点からは，言語教育で主体性が育まれるべき「自主的発話」の自動評価方法を提案す

ることにより，言語教育の評価方法の改善に貢献すると同時に，学習者が自分の好きな領域 (趣味・
専門・日常)で主体的に話すことが，そのまま自分の言語能力の評価に反映されることにより学習者
の学ぶ意欲にも貢献する．また，言語処理の観点からは，既存の言語資源や言語処理技術を言語教育
に応用するアプローチから言語教育を目的とした言語資源や処理技術を作り出すアプローチへ考え
方を転換する機会を与える．言語教育を言語処理の一応用分野として考えるのではなく，両者が対等
な立場で研究を進める新しい研究分野を創出することが求められている．
研究代表者の徳永は言語処理の教育応用に関する研究 (Gecchele et al. 2019, Putra et al. 2020)で

多くの成果をあげている．特に，挑戦的萌芽研究 (15K12166; 2015–2016)ではインターネット上の
テキストから英語の受容語彙テストを自動作成する研究を実施し，国際論文誌に 4報，国際会議に 3

報の論文を出版している (Susanti et al. 2017, 2018, 2020)．この研究を通して受容語彙能力の評定に
比べて生産語彙能力の評定をおこなう研究が非常に少ないことを認識し，生産語彙能力の評定を研究
課題とするに至った．また，徳永は対話システムの研究 (Fukunaga et al. 2018, Ogawa et al. 2020,

Tellols et al. 2020)でも多くの成果をあげており，対話システムの技術を用いて，対話のトピックを
系統的に制御して学習者の自発的な発話を引きだし，その発話を分析することによって学習者の生産
語彙能力の自動評定をおこなうという着想を得た．

2 研究の目的
本研究は言語学習者の生産語彙能力をコンピュータとの対話を通して自動的に評定する手法を提案
し，そのプロトタイプ・システムを実装して手法の有用性を実証することを目的とする．応用言語学
では，語彙を言語表現を理解するために使う受容語彙と言語表現を生産するために使う生産語彙に
区別している．母語でも読む/聞くなら理解できるが，自ら書く/話す際には使わない語があること
からも，受容語彙と生産語彙の区別には説得力がある．一般に受容語彙は生産語彙よりもサイズが大
きいと言われている．
既存の言語テストにおける語彙問題は受容語彙の能力を評定するもの，つまり語の意味が理解で

きるかどうかを問うものが多く，語が使えるかどうかを評定する問題はほとんどない．一部の穴埋め
問題は，文を完成するために語を選択させるという意味では生産語彙を評定しているとも言えるが，
前後の文脈が言語的な制約やヒントを与えることになり，自発的に語を想起し使用できる生産語彙能
力を評定しているとは言い難い．
日本の英語教育では読む/聞く能力が偏重され，書く/話す能力がないがしろにされているという

最近の批判の中でも指摘されているように，言語の生産能力はコミュニケーション能力，特に情報発
信力にとって重要な要素であり，生産語彙はその中核をなす言語知識である．学習者の生産語彙能力
を的確に評定し，伸ばすことは学習者の情報発信力を向上させることにも資する．
このような背景から，本研究では，学習者がコンピュータとの対話をおこなう過程で自発的に発す

る発話を分析し，学習者の生産語彙能力を客観的に評価するシステムを実現する． そのための要素
となる手法・技術は言語処理ならびに言語教育の学術的な観点からも重要であるが，言語教育の現場
において教師の負担を軽減し，適切な評価によって学習者の学習効率を改善する効果が期待できる．



3 研究の方法
本研究では，言語学習者が対話システムと対話をする中で使う語彙のレベルをシステム側が制御し，
学習者が使う語の語彙レベルをシステムが徐々に上げさせていった時に，どの語彙レベルまでの語が
使えるかを見ることによって学習者の語彙レベルを測定することを狙っている．そのためには，二
つの課題を克服する必要がある．ひとつは学習者が使う語の語彙レベルをシステムが制御すること，
もうひとつはシステム自身が使う語の語彙レベルを制御できることである．
まず，学習者が使う語の語彙レベルをシステムが制御することに関して，我々は従来から心理言語

学の分野で知られている語彙アライメントの現象に着目した．語彙アライメントは対話者が使う語
や表現が対話の進行にともなって収斂していくという現象である．我々はこのような現象が語彙レベ
ルについても生じるのではないかと考えた．たとえば，子供や非母語話者と話す場合，自分の発話を
相手が理解できるように，難しい語を使うことは避けるのが自然である．我々はこの現象を語彙レベ
ルアライメント (Lexical Level Alignment: LLA)と名付け，既存の対話コーパスを分析することに
よって特定の条件で語彙レベルアライメントが生じることを明かにした．
もうひとつの課題，システムの発話に使用する語の語彙レベルの制御に関して，現在，盛んに研究

されている大規模言語モデル (Large Language Model: LLM)を実装基盤として用いた．まず，既存
の LLM単体 (GPT3.5-turbo, GPT4)で語彙レベルの区別がどれくらい可能かを調査した結果，細
かな語彙レベルの制御が困難であることが明らかになったので，指定された語彙レベルの単語リスト
を現在の対話のトピックを考慮しながら辞書から選択するアルゴリズムを開発し，このモジュールの
出力を LLMへのプロンプトに組み込むことによって，発話生成における細かな語彙レベルの制御を
おこなう手法を検討した．

4 研究成果
4.1 語彙レベルアライメントの分析
我々が提案する語彙レベルアラインメントが実際の対話で生じることを確認するため，BTSJ 1000

人日本語自然会話コーパス (USAMI 2023)を用いた分析をおこなった．BTSJは，母語話者，言語
学習者などさまざまな背景を持つ対話者が雑談やインタビューなど様々な種類の対話をおこなった音
声とその書き起しを集積したコーパスである．全部で 514対話が収録されており，各対話の平均ター
ン数は 290で，比較的長い対話となっている．この研究では雑談対話 396対話を分析対象として選
んだ．これらは対話者が知人か初対面か，母語話者か日本語学習者かによって表 1のように区分で
きる．

表 1: BTSJの対話区分
母語話者–母語話者 母語話者–学習者

初対面同士 125 59
知人同士 141 43

語彙レベルの定義にはさまざまな方法があるが，本研究では国立国語研究所によって作成され
た日本語の代表的なシソーラスである分類語彙表 (National Institute for Japanese Language and

Linguistics 2004)に浅原らがクラウドソーシングによって付与した親密度 (Asahara 2019)を語の語
彙レベルとして使用する．また，発話の語彙レベルをその発話中に含まれる語を語彙レベル順に整列
し，難しい方からQ%の位置にある語の語彙レベルとして定義した．これは発話中の難しいQ%の語
が理解できなくても発話全体は理解できるであろうと仮定した定義になっている．
以上の準備のもと，対話の前半に含まれる対話参加者間の発話の語彙レベルの差と後半の語彙レ

ベルの差の変化を調査した結果，表 2のような結果となった．
表から初対面の母語話者と学習者の間では対話の前半と後半で発話の語彙レベルの差が縮まって

いることがわかる．すなわち，語彙レベルアライメントが生じている．母語話者同士の場合は語彙レ
ベルは飽和状態にあるかそもそも非常に高いレベルにあるので知人か初対面かを問わず，対話の前後
で差がでにくいと考えられる．また，母語話者と学習者が知人同士の場合は，最初から相手の語彙レ
ベルを知っていると思われるので，やはり対話の前後で差がでにくいと考えられる．我々の目的は言
語学習者の語彙レベル評定であり，その語彙レベルは未知であるから，我々の想定する状況では語彙



表 2: 対話の前半と後半の語彙レベルの差の変化 (平均値と括弧内は p値)

対話区分 対話数 Q = 25 Q = 50

母語話者–学習者，初対面同士 59 −.040∗(.026) .003 (.569)
母語話者–学習者，初対面同士 43 .005 (.601) −.002 (.441)
母語話者–母語話者，知人同士 125 −.013 (.103) −.005 (.247)
母語話者–母語話者，知人同士 141 .020 (.932) .015 (.974)

レベルアライメントは生じると想定できる．この成果は the 27th Workshop on the Semantics and

Pragmatics of Dialogue (MariLogue)において発表した (Tseng et al. 2023).

4.2 既存 LLMの語彙レベル知識の評価
既存の LLMが語彙レベルに関する知識を有するかどうかを調査するために，分類語彙表の単語親

密度に基づいて語彙レベルの異なる語対を LLMに提示し，どちらが簡単な語かを答えさせる実験を
おこなった．まず，分類語彙表で定義されている 519の意味カテゴリについて意味カテゴリ内の単語
のすべての組合せで単語対を作り，単語間の語彙レベルの差で 0.2刻みで 19のグループに分類した．
各グループから最大 10の単語対を選び，合計で 197単語対を実験に用いた．これらの単語対を以下
のプロンプトを使って GPT 3.5 (gpt-3.5-turbo-0613-16k)と GPT 4 (gpt-4-0613)に入力した．� �

(System) 対話中に日本語学習者にとって分かりやすい方の単語を答えてください。単語のラベル (“A”ま
たは “B”)のみ出力すること。文脈がなくても必ず”A”か”B”を選択すること。
(User) A: 仕事をする

B: 鞅掌する
(Assistant) A
(User) A: 半作

B: ありがとう
(Assistant) B� �

実験の結果，GPT 4はGPT 3.5よりも簡単な語を正しく当てることができるが，語彙レベルの差が
0.4 ∼ 0.6あたりでは十分な性能とはいえないことがわかった．
4.3 対話システムの発話の語彙レベルの制御
LLM単体で語彙レベルの制御をおこなうことは困難だと判断したので，指定された語彙レベルの

単語リストをあらかじめ用意し，それらの単語をできるだけ使うようにプロンプトで指示すること
によってシステムの発話の語彙レベルを制御する手法を提案した．この際，もうひとつ考慮すべき点
として対話の一貫性を保つために，現在の対話トピックに関連した単語に限定して単語リストを構成
することである．これらの要件を満たすために，提案手法ではまず，(1) LLM を用いて，対話トピッ
クを代表するキーワードを発話履歴から抽出し，(2) 分類語彙表の分類情報を参照して，対話トピッ
クを代表するキーワードと同じ分類の単語を抽出し，その中で指定した語彙レベルより簡単な単語を
選択して発話生成用単語リストを作成する．(3) 最後に作成した発話生成用単語リストと発話履歴を
含めたプロンプトを LLMに提示し，それらの単語をできる限り使うように応答の発話を生成させる.

BTSJコーパスの 368雑談対話のうち，40ターン未満の 8対話を除外し，残りの 360対話において
各対話の前半の最後の 20発話を抽出して評価データとした．この 20発話において，次の発話が対話
システムのアシスタント のターンになるように，一番目の話者をアシスタント，二番目の話者をユー
ザと仮定する．従って，20発話の最後のユーザの発話に対してアシスタントが応答を生成する．評価
実験では指定語彙レベルを 0.6, 0.8, 1.0, 1.2, 1.4に設定し，発話生成用単語リストのサイズを 25, 50,

100, 200, 400, 800, 1600に設定した．評価実験の結果，発話生成用の単語リストのサイズを 25に設
定するのが一番効果的で，この時に LLMの生成する発話を指定した語彙レベルに制御できることが
わかった．この成果は言語処理学会第 30回年次大会 (NLP2024)で発表した (Tseng et al. 2024)．ま
た，2024年 6月 12-14日に開催される 7th ESTIDIA Conference Exploring Real-life, Fictional and

Virtual Dialogue: Similarities, Differences and Complementaritiesでも発表予定である．
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